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ので留意が必要である。a：bも b：aも比を扱う上では問題ないが、指導では、比 a：b で、aが bの何



















を１として        のように等しい比を作るこ
とができれば、全体が20となったときの一方の紐の長












































小学校では第 3 学年に除法が扱われる。そこでは、第 2 学年で学んだ整数の乗法の逆演算として導入
される。指導用語としては、「包含除」「等分除」があるが、先の式で、倍量を求めるのが包含除（全体
量÷基準量＝倍量）で、基準量を求めるのが等分除（全体量÷倍量＝基準量）である。











































表 18)  乗法と乗法の意味、比の3用法との関係 
 
 Ｂ ｐ Ａ 飴の分配 演 算 用 法 
乗法 5 4 x １人5個、4人に配る。 Ａ=Ｂ×ｐ 第2用法 
除法 
包含除 5 x 20 1人に5個ずつ配る。 ｐ＝Ａ÷Ｂ 第1用法 
等分除 X 4 20 4人に等分する。 Ｂ＝Ａ÷ｐ 第3用法 






































表 18)  乗法と乗法の意味、比の3用法との関係 
 
 Ｂ ｐ Ａ 飴の分配 演 算 用 法 
乗法 5 4 x １人5個、4人に配る。 Ａ=Ｂ×ｐ 第2用法 
除法 
包含除 5 x 20 1人に5個ずつ配る。 ｐ＝Ａ÷Ｂ 第1用法 
等分除 X 4 20 4人に等分する。 Ｂ＝Ａ÷ｐ 第3用法 






































表 18)  乗法と乗法の意味、比の3用法との関係 
 
 Ｂ ｐ Ａ 飴の分配 演 算 用 法 
乗法 5 4 x １人5個、4人に配る。 Ａ=Ｂ×ｐ 第2用法 
除法 
包含除 5 x 20 1人に5個ずつ配る。 ｐ＝Ａ÷Ｂ 第1用法 
等分除 X 4 20 4人に等分する。 Ｂ＝Ａ÷ｐ 第3用法 






































表 18)  乗法と乗法の意味、比の3用法との関係 
 
 Ｂ ｐ Ａ 飴の分配 演 算 用 法 
乗法 5 4 x １ 5個、4人に配る。 Ａ=Ｂ×ｐ 第2用法 
除法 
包含除 5 x 20 1人に5個ずつ配る。 ｐ＝Ａ÷Ｂ 第1用法 
等分除 X 4 20 4人に等分する。 Ｂ＝Ａ÷ｐ 第3用法 






































表 18)  乗法と乗法の意味、比の3用法との関係 
 
 Ｂ ｐ Ａ 飴の分配 演 算 用 法 
乗法 5 4 x １人5個、4人に配る。 Ａ=Ｂ×ｐ 第2用法 
除法 
包含除 5 x 20 1人に5個ずつ配る。 ｐ＝Ａ÷Ｂ 第1用法 
等分除 X 4 20 4人に等分する。 Ｂ＝Ａ÷ｐ 第3用法 






































表 18)  乗法と乗法の意味、比の3用法との関係 
 
 Ｂ ｐ Ａ 飴の分  演 算 用  
乗法 5 4 x １人 、4人に配る。 Ａ=Ｂ×ｐ 第2用法 
除
包含除 5 x 20 1人に5個ずつ配る。 ｐ＝Ａ÷Ｂ 第1用法 
等分除 X 4 20 4人に等分する。 Ｂ＝Ａ÷ｐ 第3用法 
図 3 ３×□の意味 
(積）(倍
量) 























































「Ⅰ 数を数直線上の点に表すまでの段階」「Ⅱ 異種2量の数直線に移行する段階」「Ⅲ 数量の対応























ていることになり、比の第１用法である。 図 7 第 1 用法 
表中、Bは、基準量（単位量、1あたり量）、ｐは、倍量（割合）、Aは、全体量（比較量）を表す。括
弧書きに示した量は、主に２つの量の比較で使われる表現である。
図 5 第 2 用法 
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図 9 第 1 用法 
図 10 比例関係の見方 
－6－ 
 





































図 9 第 1 用法 
 10  
－6－ 
 





































 9 第 1 用法 





















































































A B C D
⾍⻭無 15 12 13 40 68.96552 69.0 *68.9  69.0
治療済 4 2 5 11 18.96552 19.0 19.0 19.0
要治療 1 5 1 7 12.06897 12.1 12.1 12.1
受診計 20 19 19 58 100 100.1 100 *100 
割合（％）つき そら ほし 計












































a %の食塩水 x gに水を加えて、b %の食塩水を y g作った。 




らかじめ  と  の値がわかっているので、何倍に薄めるかがすぐに求められる。 



























辺を1、長辺を xとおくと、A4の長辺は1、短辺が  となる（図13）から、 
次の式が成り立つ。 
 11 相似な図形
図 12 対角線を折り返す 






















a %の食塩水 x gに水を加えて、b %の食塩水を y g作った。 




らかじめ  と  の値がわかっているので、何倍に薄めるかがすぐに求められる。 









國宗（2018)14）が行った授業では、A5の紙 A4 を配付して、長さや大きさなどの関係に 見
いだしたことを発表する から始めている。学生たちは、いろいろな方法で、気付いたこと め
















辺を1、長辺を xとおくと、A4の長辺は1、短辺が  となる（図13）から、 
次の式が成り立つ。 
図 11 な図形
図 12 対角線を折り返す 
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a %の食塩水 x gに水を加えて、b %の食塩水を y g作った。 




らかじめ  と  の値がわかっているので、何倍に薄めるかがすぐに求められる。 
例えば、6％の消毒液を0.01％にするということは、      倍に薄めることを意味する
6％の食塩水が30㎖あったとすると、これ 30×600＝1800㎖になるまで水を加えればよい。 

























辺を1、長辺を xとおくと、A4の長辺は1、短辺が  となる（図13）から、 
次の式が成り立つ。 
図 11 相似な図形
図 12 対角線を折り返す 







































































これを解いて、    となる。このことから、すべてのコピー用紙の短辺 





比が、    になっているから、   倍（144％）すればよいこと
がわかる。 
逆に、A3サイズをA4サイズに縮小するには、   倍、すなわ




A4の短辺を1とすると、対角線（B4の長辺）は   、また、B4の長辺と短辺の比は、    だか
ら、B4の短辺の長さは、   となる。 
このことから、A4サイズとB4サイズに拡大

















白銀比は、前節で取り扱った    で、コピー用紙のほか、名刺や建造物などに見られる。黄金比
は、その定義から二次方程式を導き、     を得ることができる。さらに、相似な図形の性質を使
図 4 A4 とB4 
図 15 A4、A3、B5、B4 の相互関係 
x＝ 2
1 : 2




























これを解いて、    となる。このことから、すべてのコピー用紙の短辺 





比が、    になっているから、   倍（144％）すればよいこと
がわかる。 
逆に、A3サイズをA4サイズに縮小するには、   倍、すなわ




A4の短辺を1とすると、対角線（B4の長辺）は   、また、B4の長辺と短辺の比は、    だか
ら、B4の短辺の長さは、   となる。 
このことから、A4サイズとB4サイズに拡大

















白銀比は 前節で取り扱った    で、コピー用紙のほか、名刺や建造物などに見られる。黄金比
は、その定義から二次方程式を導き、     を得ることができる。さらに、相似な図形の性質を使
図 14 A4 とB4 
図 15 A4、A3、B5、  の相互関係 
x＝ 2
1 : 2




























これを解いて、    となる。このことから、すべてのコピー用紙の短辺 





比が、    になっているから、   倍（144％）すればよいこと
がわかる。 
逆に、A3サイズをA4サイズに縮小するには、   倍、すなわ




A4の短辺を1とすると、対角線（B4の長辺）は   、また、B4の長辺と短辺の比は、    だか
ら、B4の短辺の長さは、   となる。 
このことから、A4サイズとB4サイズに拡大

















白銀比は、前節で取り扱った    で、コピー用紙のほか、名刺や建造物などに見られる。黄金比
は、その定義から二次方程式を導き、     を得ることができる。さらに、相似な図形の性質を使
図 14 A4 とB4 
図 15 A4、A3、B5、B4 の相互関係 
x＝ 2
1 : 2




























これを解いて、    となる。このことから、すべてのコピー用紙の短辺 





比が、    になってい から    倍（144％）すればよいこと
がわかる。 
逆に、A3サイズをA4サイズに縮小するには、   倍、すなわ




A4の短辺を1とすると、対角線（B4の長辺）は   、また、B4の長辺と短辺の比は、    だか
ら、B4の短辺の長さは、   となる  
このことから、A4サイズとB4サイズに拡大

















白銀比は、前節で取り扱った    で、コピー用紙のほか、名刺や建造物などに見られる。黄金比
は、その定義から二次方程式を導き、     を得ることができる。さらに、相似な図形の性質を使
図 14 A4 とB4 
図 15 A4、A3、B5、B4 の相互関係 
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５．まとめ
割合については、その意味を十分理解をしていない学生、不得意とする学生がいる。割合は、小学校
から系統的に学んでいるわけではないので、わからなくなっている学生にどこまでさかのぼって指導す
るかは課題となる。また、学生の数学に対する興味・関心や習熟度の程度に応じて割合の指導内容も変
わる。
本稿では、割合についての先行研究を踏まえ、整数の乗法からその意味を確かめそれを拡張すること
の意味、数直線を活用しながら比の 3 用法に関連付けた指導について提案した。また、保育者が割合を
活用する場面をいくつか取り上げ、それを学ぶことの意義を示した。多くの保育者養成機関で、割合指
導の参考になればと思う。
今後は、大学生の割合に対する理解を確かめ、小学校から高等学校に至るまでの割合の系統的な学び
について整理し、割合が苦手な学生に対する資料を提供できるよう研究を継続したい。
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